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水 2,000ℓ、消火薬剤 1,600ℓを積
載できる千歳市消防署唯一の大型
化学消防車。ガソリンや灯油など、
水での消火が難しい油火災に対応
する車両で、燃えているものを消
火薬剤の泡で覆い、空気を遮断す
ることで消火する。車両側面から
霧をバリアのように噴射し、輻射
熱から車体や隊員を守る自衛噴霧
機能を有する点も特筆ポイントだ。

泡は水と比べて流れにくく可燃物に
密着するため、消火効率に優れてい
る。消火薬剤は石けんと同じ天然成
分由来の泡を使用しているため、水
道水や河川において生分解性が高く、
環境に優しい。

千歳市
消防署

大型水槽車

圧縮空気泡消火装置（Compressed Air Foam 
System）を搭載した水槽車。水と消火薬剤に圧
縮空気を注入し、泡を生成する。水と比べて消
火効果、再燃防止効果ともに向上しており、木材、
紙、繊維などの普通火災のほか、自動車火災な
ど水だけでは消しにくい火災に対し非常に有効。

水量計は視認性に優れ、夜間
でも水の残量が一目でわかる。

全長 908cm
全幅 249cm
全高 293cm
総排気量 8,860cc

車両データ

最大 10,000ℓの水を積載できる大型水槽を
搭載し、水源がない地域や高速道路上での火
災において活躍する。水槽からの放水はもち
ろん、河川や消火栓、他の消防車両とホース
で接続し、取水しながらの放水も可能。大規
模災害時には、給水車としても活動する。

Ｃ
キ ャ フ ス

ＡＦＳ車

梯
は し ご

子車
車体の安定性を向上させる装置「アウトリガー」
を展開し、はしごを伸ばす準備を整えた梯子車。
数ある消防車両の中でも、別格の存在感を放つ。

全長 1,064cm
全幅 249cm
全高 352cm
総排気量 8,860cc

車両データ

多種多様な　消防車両が活躍中！

全長 735cm
全幅 236cm
全高 307cm
総排気量 5,120cc

車両データ

富丘
出張所

　
千
歳
市
消
防
署
の
梯
子
車
は
、
平

成
25
年
に
導
入
さ
れ
、
祝
梅
出
張
所

に
配
備
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
中
高

層
建
物
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
40

メ
ー
ト
ル
級
の
は
し
ご
を
装
備
し
て

お
り
、
地
上
４
階
以
上
の
建
築
物
で

発
生
し
た
火
災
や
航
空
機
火
災
な
ど

で
出
動
す
る
。

　
ほ
か
に
も
高
所
に
お
け
る
救
助
活

動
や
ガ
ス
漏
れ
警
戒
な
ど
、
用
途
は

さ
ま
ざ
ま
。
は
し
ご
を
上
だ
け
で
な

く
斜
め
下
に
も
伸
ば
せ
る
た
め
、
水

難
救
助
に
も
対
応
可
能
だ
。

　
自
動
的
に
は
し
ご
を
水
平
に
保
つ

「
ジ
ャ
イ
ロ
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
」
や
、

は
し
ご
に
生
じ
た
揺
れ
を
瞬
時
に
打

ち
消
す
制
御
装
置
な
ど
安
全
装
備
に

も
優
れ
て
お
り
、
高
度
な
技
術
を
満

載
し
た
、
ま
さ
に
特
殊
車
両
の
最
高

峰
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

はしごは５連構成で、地上 40.4 ｍまで伸長する。エレベーター
のようにはしごを昇降するリフターを設け、高所から要救助者
を連続的に救出できる。バスケットの定員は３名で、最大許容
積載荷重は 270 kg。はしごの内部には伸縮性の送水管が配置さ
れており、バスケットから放水することも可能だ。

はしごの根元にはターンテー
ブルが設置されており、これ
により 360°の旋回が可能。
バスケット内とターンテーブ
ル上操作台の２か所にはしご
の操作基盤があり、どちらか
らでも伸長操作ができる。

出
動
！
千
歳
の
消
防
車

　
千
歳
市
消
防
署
で
は
、
各
種
災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
べ
く
、
随
時
、
消
防
車
両

の
更
新
整
備
を
行
い
、
消
防
力
の
維
持
・
強
化
に
務
め
て
い
る
。

　
本
記
事
で
は
、
千
歳
市
消
防
署
が
有
す
る
消
防
車
両
の
一
部
を
ご
紹
介
。
火
災
現
場
や
救
助

現
場
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
消
防
車
両
の
姿
を
、
消
防
士
の
解
説
で
お
送
り
す
る
。

化学車

祝梅
出張所

全長 893cm
全幅 249cm
全高 330cm
総排気量 8,860cc

車両データ

西
出張所

解説：榎本 消防士長解説：中藪 消防司令補

解説：山口 消防士

解説：齊藤 消防士長

車体の上部に２丁
の放水銃を装備。
毎分 3,000ℓの放
水が可能で、最大
射程距離は 50 ｍ

（水のみの場合）。



広報ちとせ 令和８(2026) 年６月号 67 広報ちとせ 令和８(2026) 年６月号

新車、登場！

レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
必
需
品

救
助
工
作
車

　

全
国
の
消
防
本
部
に
は
、
救
助
隊

と
呼
ば
れ
る
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
た
ち
が
い
る
。
火
災
や
交
通
事
故

と
い
っ
た
身
近
に
起
こ
り
う
る
災
害

は
も
ち
ろ
ん
、
水
難
救
助
や
山
岳
救

助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ス
キ
ュ
ー

シ
ー
ン
に
対
応
す
る
。

　

救
助
の
現
場
で
は
、
人
の
手
で
動

か
せ
な
い
ほ
ど
重
い
障
害
物
や
、
開

か
な
く
な
っ
た
車
の
ド
ア
が
救
助
隊

員
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
対

し
て
は
、
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
迅
速

に
対
処
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、

各
種
の
装
備
や
救
助
器
具
を
備
え
た

「
救
助
工
作
車
」
は
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
。

　
千
歳
市
消
防
署
で
は
、「
Ⅱ
型
」
と

呼
ば
れ
る
救
助
工
作
車
を
導
入
し
運

用
し
て
き
た
が
、
今
年
、
先
代
車
両

の
運
用
年
数
が
更
新
基
準
の
18
年
を

経
過
し
た
。
そ
こ
で
新
た
に
導
入
し

た
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
車
両
だ
。

救
助
ツ
ー
ル
を
満
載

北
国
な
ら
で
は
の
特
色
も

　

救
助
工
作
車
の
基
本
で
あ
る
、
ク

レ
ー
ン
、
ウ
イ
ン
チ
、
照
明
装
置
の

３
点
を
装
備
。
先
代
と
比
較
し
て
車

両
全
長
は
１
ｍ
以
上
短
く
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
エ
ン
ジ
ン
の
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
や
積
載
ス
ペ
ー
ス
の
効
率

的
な
活
用
、
積
載
す
る
資
機
材
の
小

型
化
な
ど
に
よ
り
、
従
来
以
上
の
装

備
充
実
度
を
実
現
し
た
。

　

乗
車
定
員
は
６
人
で
、
専
門
教
育

を
受
け
た
人
命
救
助
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員

が
搭
乗
す
る
。
キ
ャ
ビ
ン
（
車
室
）

は
ハ
イ
ル
ー
フ
タ
イ
プ
を
採
用
し
、

広
い
空
間
を
確
保
。
天
井
ま
で
の
高

さ
が
１
８
０
cm
ほ
ど
あ
る
後
部
座
席

で
は
、
立
っ
た
ま
ま
空
気
呼
吸
器
の

装
着
が
可
能
だ
。

　

車
両
後
部
は
収
納
庫
と
な
っ
て
お

り
、
省
令
で
定
め
ら
れ
た
60
種
類
以

上
の
救
助
用
資
機
材
を
積
ん
で
い
る

ほ
か
、
雪
害
へ
の
対
応
も
想
定
し
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
ス

コ
ッ
プ
を
備
え
て
い
る
点
に
、
北
国

な
ら
で
は
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。

千
歳
市
消
防
署
の
誇
り
を
胸
に

　

車
体
側
面
に
塗
装
が
施
さ
れ
た
千

歳
市
の
市
章
に
は
〝
千
歳
を
守
る
〟

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
、

中
藪
消
防
司
令
補
は
「
千
歳
市
消
防

署
の
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
活
動
で
き

る
」
と
語
る
。

　

導
入
に
あ
た
り
、
現
場
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
装
備
や
資
機
材
の
検

討
を
重
ね
た
。
千
歳
市
消
防
署
が
長

年
培
っ
て
き
た
救
助
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、

こ
の
一
台
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

新
し
い
救
助
工
作
車
は
、
救
助
隊

員
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
立
ち

向
か
う
べ
く
、
今
日
も
万
全
の
準
備

を
整
え
て
い
る
。

救助工作車

各種の災害救助に必要なツールを積んでいる救助工作車。千歳市消防署では、今年
５月 18 日から新しい救助工作車の運用を開始した。新型車両ならではの性能や、
更新された救助用資機材のストロングポイントについて紹介する。

アウトリガーを展開した状態か
ら、車両後部の油圧式クレーン
を作動。４段の伸縮式で、最大
吊上げ能力は 2.9 トン。重量物
の除去などに用いられる。

投光器は車体屋根の上面に伸縮収納
でき、リモコン操作により 360°旋
回可能で上下にも向きを変えられ
る。LED の採用により照度も向上。

照明装置

車体の前と後ろに油圧ウインチを搭
載。前は５トン、後ろは 10 トンの
牽
けん

引能力を有する。

ウインチ

全長 798cm
全幅 238cm
全高 322cm
総排気量 5,120cc

車両データ

解説：中藪 消防司令補

千歳市
消防署

左右側面のシャッターを開けると、はしごやロープな
どの一般救助用器具はもちろん、エンジンカッターや
チェーンソーなどの切断用器具、ジャッキなどの重量
物排除用器具が所狭しと並んでいる。収納庫の区画内
は、棚で細分化できる構造になっている。

カッター、スプレッダーと
いった交通救助などに用い
る油圧式の大型資機材を、
バッテリー型に変更した。
従来はポンプと本体をホー
スで接続し、油を送ること
で作動していたが、バッテ
リーの搭載によりこれらが
一体化され、機動性が大き
く向上。効率よく活動でき
るようになった。

平成 20 年３月に導入
され、18 年以上にわ
たり救助現場の最前線
で活躍してきた先代の
救助工作車。今回の新
型車両導入とともに、
その役割を終えた。

ありがとう！
“先代” 救助工作車

クレーン、ウインチ、照明装置

救助工作車の主要装備

救助用ツールがギッシリ

収納庫の中身を拝見

今回掲載した消防車両は、
市公式 YouTube でも
紹介しています。

ク
レ
ー
ン


